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１０月３日、久保ケ丘３丁目自治会役員が中心となり「災害時の避難支援訓練」を実施。当日は快晴の中、会場となっ
た文化会館で段ボールベッドを製作し、社協指導のもと、ベッドから車いすへの移乗の仕方を体験。その後、会場を立沢
公園に移し、車いすに乗って段差やスロープ、自動販売機体験や手押し式防災井戸体験を行
い、車いすに乗ったまま乗車できる車両（福祉車両）の使い方を学んだ。参加者からは「車
いすに乗ってみて安全に移動するには時間がかかることや乗っているときは、歩いていると
きと目線が変わることがわかった」「体験をして、ひとりで介助を行うことは難しいと感じた。
様々な人に関わってもらい支えなくてはいけないと思う」など感想も聞かれ、平常時はもち
ろん、非常時にも車いすを使用するときにはどうしたらいいのか考える体験となった。

　１１月２９日、常総運動公園総合体育館を会場に「ニュースポーツ体験教室」を開催。
　この体験教室は、茨城県社会福祉協議会茨城わくわくセンターと茨城県ニュースポーツ協会が県内を巡回し、守谷市、
守谷市シニアクラブ連合会、守谷市社協が共催し、「柔軟性のある競技規則と適度な運動量
を備えて、特別なトレーニングをしなくても老若男女問わず、ハンディが少なく、楽しみ
ながらできるスポーツ」を紹介しながら体験する機会を提供。
　今回は、感染予防対策をしながら、守谷市シニアクラブ連合会各クラブから３名以内
５８名が参加した。室内で行うカーリングのような「ユニカール」、楕円形の球を４方向か
ら中央の的に向け順番に転がし、的の合計点数を競う「オーバルボール」、赤と青のチーム
に分かれて、傾斜のついたボードの穴にお手玉のようなバッグを投げ入れて得点を競う
「バッゴー」、両端にボールがついた紐をラダー（はしご）に向かって投げ、上手に引っ掛
けて得点を競う「ラダーゲッター」の４種目をグループに分かれそれぞれを体験。最初は
どんなものか？様子を見ていた人たちも段々勝負に力が入り、マスク越しの応援もあり、
最後はうっすらと汗をかき、笑顔で水分補給をしながら、体験話をしていた。今後も続け
るために用具の設置の要望が皆さんから挙がっていた。

「地域は“ちいき”で守る！

コロナに負けず、元気に過ごすために少しずつチャレンジ！

新
年
の
あ
い
さ
つ

社
会
福
祉
法
人　
守
谷
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
　
松
　
丸
　
修
　
久

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
感
慨
や
抱
負
を
胸
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ

と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
よ
り
本
会
事
業
の
推
進
に
ご
支
援
・
ご
協
力

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
広
が
り
に
よ
り
、
感
染
治
療
や

予
防
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
た
医
療
関
係
者
の
皆
様
を
は
じ
め
、
福

祉
施
設
や
事
業
所
の
皆
様
に
は
心
か
ら
の
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
さ
ま
ざ
ま
な

予
防
対
策
に
よ
り
落
ち
着
き
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
新
た
な
変
異
株
の
発
生
な

ど
、
ま
だ
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
私
た
ち
の
生
活
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
、
経
営
破
綻
や
失
業
に
よ
る
生
活
困
窮
世
帯
の
増
加
、
不
安
に
よ
る
引
き

こ
も
り
や
社
会
的
孤
立
な
ど
、
深
刻
な
生
活
課
題
を
抱
え
て
い
る
人
々
も
増

加
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
本
会
に
お
い
て
も
感
染
予
防
の
観
点
か
ら
、
事
業
の
中
止

な
ど
で
、
多
く
の
皆
様
に
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
、
こ
の
場

を
お
借
り
し
、
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
、
感
染
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
「
誰
も
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
様
々
な
地
域
福
祉
課

題
解
決
に
向
け
、
中
核
的
な
民
間
福
祉
団
体
と
し
て
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ

て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
も
、
行
政
や
民
生
委
員
・
児
童
委
員
を
は
じ
め
、
各
地
域
で
進
め
ら

れ
て
い
る
「
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
」
な
ど
と
引
き
続
き
、
連
携
を
深
め
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
様
々
な
関
係
機
関
の
皆

様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　１２月１２日から１９日、新型コロナウイルスの影響による収入減などにより引き続き支援が必要な世帯に対し、昨年
末、今年の夏に続き、守谷ライオンズクラブ、守谷市商工会をはじめ、市内協賛企業等からの寄付金や食料品のほか、共
同募金特別助成金なども活用し、お米やお餅、レトルト食品や麺類、お菓子など基本となる食料品を購入し、ライオンズ
クラブメンバーや社協職員が休日に集まり、汗をかきながら袋一杯の食料品を詰めた「第３弾もりやもぐもぐ応援バッグ」
を希望世帯１８６世帯に配布。（表紙）
　今回も約３,４００ｋｇのお米の寄付があり、予定したより多く配ることができ、受け取
りにきたひとり親世帯のお母さんから「食べ盛りの子どもたちがいるので大変助かります。」
「心のこもった手作りのクリスマスカードや多くの方からご支援いただいていることをお聞
きし、励みになりました。」一緒に来たお子さんにちょっとしたクリスマスのお菓子を渡す
と「ありがとう！」と大きな声でのお礼と満面の笑みが返ってきました。
　ご協力いただきました皆様、誠にありがとうございました。

コロナに負けるな！第３弾もぐもぐ応援バック！

社協支部・委員
会活動報告

社協支部・委員
会活動報告

子どもたちの笑顔がいっぱい！
　１０月２７日、社協大野支部でも「大野小学校児童たちのために！」と大野小学校に隣接する
支部役員の畑をお借りして、さつまいもの苗を植え、校長先生方にも協力いただき、草取りなど
して育ててきたさつまいもを感染対策を取りながら、小学校の２学年ずつ順番に芋ほりを体験。
土の中から出てきた大きな芋を笑顔で掲げている児童の姿を支部役員も笑顔で見つめていました。

少しでも暖かい気持ちを届けたい！
　１１月２０日、１２月３日、社協子ども福祉委員がいきいきプラザ・げんき館に
集合し、「第３弾もりやもぐもぐ応援バッグ」の配布時、お子さんたちやお父さん、
お母さんに手作りのクリスマスカードを届けたい！とサンタクロースのイラストや
げんき館に通う高齢者のみなさんが折った折り紙も添えてカードを作成。お母さん
と一緒に応援バッグを受け取りに来た女の子にお菓子とカードを手渡すと「可愛い。
うれしい。」と笑顔で車の中から手を振っていた。

コロナの後の楽しみのために・・・
　１０月２４日、社協守谷支部では「子どもたちのためのさつまいも掘り体験」を計画し、
地区内の畑をお借りし、春に苗を植え、育ててきましたが、緊急事態宣言が出ていたため
体験会を中止。支部役員が収穫し、地区内の保育園にお届けし、園児のみなさんにお配り
させていただきました。
　１２月７日、守谷市公園等里親事業の守谷駅前花壇の整備を行い、少しずつ戻りつつあ
る生活に少しのオアシスになればと今回は、パンジーを支部役員が一生懸命植えましたの
で、一目でも見て下さいね。

久々の外出に満面の笑顔！
　１１月１０日、毎年７月に実施していましたが、今年も新型コロナウイルス感
染拡大に伴い、実施時期を変更し、感染予防対策を講じながら、市内のひとり暮
らし高齢者を対象に「ふれあい１日遠足」を実施。参加希望者及び社協高齢者福
祉委員を含む５６名は、天候にも恵まれ、「笠間稲荷神社」周辺で開催されていた「菊
まつり」をゆっくり散策。昼食後、NＨKの大河ドラマ「青天を衝け」の「渋沢
栄一」と深い関係があった「徳川慶喜」も過ごした水戸にある「弘道館」を見学。
その後、那珂湊市場を散策し、お土産を手に帰路についた。参加者から「新型コ
ロナウイルス感染の不安から外出することを控えていたが、久々にお友達との外
出で気分転換が出来て良かった」などと話す満面の笑顔があった。
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善
意
銀
行
預
託
報
告

令
和
３
年
９
月
～
12
月（
敬
称
略
）

【
寄　
付
】

・
新
井　

裕
子�

３
３
，０
０
０
円

・
小
野　

縫
子

�
１
０
０
，０
０
０
円

・
淺
野
谷　

喜
三�
１
０
，０
０
０
円

・
丸
橋　

美
言�

３
，１
０
０
円

・
矢
嶋　

鐘
美�

５
，０
０
０
円

・
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
同
好
会

�

４
４
，０
１
９
円

・
守
谷
陶
芸
会�

５
，９
０
０
円

・
古
河
ヤ
ク
ル
ト
販
売
㈱

�

４
０
，０
０
０
円

・
匿　

名
１
件�

３
０
，０
０
０
円

【
使
用
済
み
古
切
手
・
プ
ル
タ
ブ
・

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
】

・
中
村　

弥
生

・
柗
元　

敏
博

・
安
藤
喜
一
・
す
え

・
け
や
き
台
中
学
校

・
女
性
セ
ミ
ナ
ー
「
輝
き
」

・
マ
ツ
タ
電
気
㈱

・
や
ま
ゆ
り
の
郷

・
㈱
ブ
ル
ー
ボ
ッ
ク
ス

・
フ
ジ
ノ
ヤ

・
常
総
生
活
協
同
組
合

・
ほ
っ
と
カ
モ
ン

・
楊
名
時
太
極
拳　

守
谷
同
好
会

・
㈱
坂
巻
兄
弟
建
設

・
守
谷
市
教
育
委
員
会

・
守
谷
市
役
所

・
匿　

名
７
件

【
未
使
用
ハ
ガ
キ
・

書
き
損
じ
ハ
ガ
キ
等
】

・
匿　

名

【
車
イ
ス
】

・
匿　

名

【
使
い
捨
て
マ
ス
ク
等
】

・
大
知　

由
侑

・
匿　

名

【
文
房
具
一
式
】

・
匿　

名

【
未
使
用
鉛
筆
１
１
１
本
等
】

・
匿　

名

【
未
使
用
タ
オ
ル
等
】

・
匿　

名

【
缶
ジ
ュ
ー
ス
８
０
０
缶
・

お
米
30
キ
ロ
】

・
ア
サ
ヒ
ビ
ー
ル
㈱
茨
城
工
場

【
キ
ャ
ベ
ツ
・
レ
タ
ス
約
40
キ
ロ
】

・
橋
本　

幹
雄

【
保
存
水　
１
９
８
本
】

・
薬
師
台
７
丁
目
自
治
会

《
払
出
状
況
》

【
缶
ジ
ュ
ー
ス
８
０
０
缶
】

・
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

【
お
米
30
キ
ロ
】

・
フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨
城

【
キ
ャ
ベ
ツ
・
レ
タ
ス
約
40
キ
ロ
】

・
市
内
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
事
業
所

【
保
存
水
１
９
８
本
】

・
も
ぐ
も
ぐ
応
援
バ
ッ
グ
、

フ
ー
ド
バ
ン
ク
茨
城

【
古
切
手
】

・
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

災
害
義
援
金
報
告

（
敬
称
略
）

令
和
３
年
７
月
災
害
静
岡
県
義
援
金

・
社
協
窓
口�

５
，７
６
２
円

　

各
地
で
発
災
し
た
災
害
義
援
金

に
も
多
く
の
方
々
か
ら
ご
支
援
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
が
、「
平

成
30
年
７
月
豪
雨
災
害
」
は
、
令

和
４
年
６
月
30
日
ま
で
「
令
和
３

年
大
雨
災
害
義
援
金
」
は
、
令
和

４
年
３
月
31
日
ま
で
期
間
を
延
長

し
、
受
付
し
て
お
り
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
、
多
く
の
皆
さ
ま
の
温

か
い
ご
支
援
ご
協
力
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

△宮島係長様より福祉ヤクルト

の売上げの一部を

皆様からの会費が地域福祉の原動力に！
（令和３年度　守谷市社会福祉協議会会員会費のご報告）

※法人会費の会員数（　）内は、新加入法人数です
令和３年１２月２４日現在

（単位：円／社） 　

今
年
も
多
く
の
み
な
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
一
般
・
特
別
会
員

な
ら
び
に
法
人
会
員
の
集
計
結
果
を
左
表
・
次
項
の
通
り
ご
報
告
い
た
し
ま

す
。
お
預
か
り
い
た
し
ま
し
た
会
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
福
祉
事
業
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

地　区　名
特別会員 一般会員 法　人　会　員

合　　計
金　　額 金　　額 会員数 金　　額

み ず き 野 4,000� 496,800� 2（� � ） 12,000� 512,800�

守　 � 　 谷 23,000� 1,464,800� 46（� 1） 347,000� 1,834,800�

大　 � 　 野 326,600� 13（� � ） 103,000� 429,600�

高　 � 　 野 883,300� 19（� 2） 168,000� 1,051,300

大� 井� 沢 2,000� 308,000� 8（� � ） 105,000� 415,000�

北� 守� 谷 10,000� 1,030,750� 12（� � ） 83,000� 1,123,750�

合　 � 　 計 39,000� 4,510,250 100（� 3） 818,000� 5,367,250

個 　 　 別 6,000� 500� 6,500�

総����合�����計 45,000� 4,510,750 100（� 3） 818,000� 総合計
5,373,750 
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　例年、地域福祉活動費として市内事業所（４５０社）の皆様に社協法人会員会費のご協力をいただいておりましたが、昨年は新型
コロナウイルス感染症の影響で法人会員募集を見送り、中止いたしました。
　令和３年度におきましては、感染予防の観点から本会支部役員の訪問は見送りましたが、地域福祉活動を進めていくために、振り
込みによるご協力をお願いし、下記の事業所（１００社）の皆様にご加入いただきました。
　深く感謝申し上げるとともにここにご報告させていただきます。

（株）アヴァンツァーレ
アサヒ飲料販売（株）
アサヒケアサービス（株）みやびの里守谷
旭コンクリート工場（株）茨城工場
アサヒビール（株）茨城工場
イイジマ電気
イオンタウン（株）
伊藤ハム米久ホールディングス（株）中央研究所
茨城県信用組合　守谷支店
いばらきコープ生活協同組合
茨城ダイハツ販売（株）
茨城トヨタ自動車（株）守谷店
ウエディングヒルズ　アジュール
（株）ウォーターエージェンシー
社会福祉法人　英伸会　七福神
（有）エヌ・エヌ・シー
社会福祉法人　筑桜会　さくら荘
（株）大川設備
（有）オオヤマ建設工業
オオシン（株）
（有）お菓子の店　メープル
（有）オカミ
荻野工業（株）
（株）小高鉄工所
（有）小野陶業
（有）柏屋
（有）神野縫製
（有）北守谷商事
共同印刷（株）守谷工業
社会医療法人社団　光仁会　総合守谷第一病院
弘和電気工業（株）
合金サービス
（有）小林造園
（株）コミュニティライフプロモーションＺｅｒｏＰｏｉｎｔ
紺野事務所
（株）サイトウ
（有）サミットアール・アンド・デイ
（有）サン工業
社会福祉法人　自立奉仕会　I�forward�もりや
ＪＡ茨城みなみ守谷支店
（同）ジオプライズ
自由民主党　守谷支部
（株）ジョイフル本田守谷店
ショウワ（株）
（株）常陽銀行　守谷支店
（有）常総商事　吉田�弘
（株）真福建設
（有）ステージオプティカル
ステップアップオフィス（株）
セインジャパン（株）

積和建設東関東（株）
（株）総合保険・富士
（有）染谷ガーデン
太陽電機サービス（株）
（株）髙橋合金
（有）高橋看板工業所
高橋運輸（有）
忠インベストメント（株）
（株）館野設備工業
（有）たなかや
（株）千葉銀行　守谷支店
（有）中央医療商会
（株）筑波銀行
（株）ＴＮ化成
（株）ＴＭＥ
（株）てすとぴあ
（有）寺田工業
東部瓦斯（株）
東明作業（株）守谷営業所
長塚エンタープライズ
（株）西巻製作所
日本設備管理（株）
日本ビルシステム（株）守谷支店
（有）野原工芸
医療法人　美湖会　介護老人保健施設　アイケア
（株）東日本住宅評価センター
（株）ヒサタケ新聞販売
（有）陽だまり
（株）ビック・エー（北守谷店）
（有）ビルテック
特定非営利法人　福祉の会　ねこのて
フジノヤ（株）
（株）フレッシュロジスティック取手センター
（株）文道電気
（有）伯耆田製作所
（株）前川製作所�守谷工場
（有）水野テクノリサーチ
（株）宮本ダスキン守谷支店
メークス（株）
（公社）守谷市シルバー人材センター
（株）守谷福祉協会
（有）守谷薬局
守谷タクシー（有）
八潮化学（株）
（株）山富造園
（有）山富
ユウアイペット（有）けやき台動物病院
（有）吉岡商事
医療法人　療英会　小林医院
理美容そめや

社協法人会員加入にご協力ありがとうございました
令和３年度 社協法人会員加入報告

（５０音順・敬称略・法人名称略）
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　１１月３０日から地域の方々の協力により行う「会
員方式の有償家事援助サービス（ほほえみサービス）」
の協力会員を増やすため、３回コースで守谷市文化会
館を会場に「ほほえみサービス協力会員養成講座」を
開催し、１２名が参加。
　まずは、保健センター職員によ
るバランスの良い食事とはどんな
ものかの「食の健康講座」。
　次に、（株）サニクリーンより洗
剤の選び方や床や染み抜きの講義・
実技「おそうじ教室」を行った。
　最終日は、社協職員が講師となり話し手・聴き手・
観察者に分かれてのロールプレイを中心に「高齢者・

障がい者支援のポイント」を行っ
た。参加者からは「ほほえみサー
ビスのための受講だったが自分
のために役立つ情報も得られた」
という感想も聞かれ、今後の活
動へのヒントが得られた。

　１１月２日、松前台小学校３
年生５７名がクラス毎に、体育
館内でカラーコーンやマットを
障害物に見立て、車いすの声か
けや介助、自走体験と階段やオー
プンスペースを利用し、白杖とアイマスクを着け、目
が見えないときの歩行や介助をする目かくし歩行体験
授業を行った。
　１２月２日、高野小学校４年生４８名も車いすと目
かくし歩行体験のほか、重りや手袋を付けた高齢者疑
似体験も行った。
　体験した両校の生徒からは「移動するときや、これ
から何をするのか伝える声掛
けがあるとすごく安心すると
感じた」「段差や道の悪いと
ころで使える工夫や技術を知
れてよかった」「困っている
人がいたら自分が出来る事を
してみたいと思った」などの感想が寄せられた。

●
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会

　

10
月
27
日
、
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・

シ
テ
ィ
会
館
（
茨
城
県
立
県
民

文
化
セ
ン
タ
ー
）
を
会
場
に
「
第

71
回
茨
城
県
社
会
福
祉
大
会
」

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
予
防
の
た
め
、
中
止

と
な
り
ま
し
た
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
、
一
同
に
会

し
て
、
長
年
福
祉
事
業
推
進
に

貢
献
い
た
だ
い
た
１
，０
０
６
の

個
人
・
組
・
団
体
に
茨
城
県
知

事
表
彰
を
は
じ
め
、
茨
城
県
社

会
福
祉
協
議
会
長
表
彰
・
感
謝

状
や
茨
城
県
共
同
募
金
会
長
表

彰
・
感
謝
状
な
ど
が
贈
ら
れ
る

予
定
で
し
た
が
、
主
催
者
よ
り

賞
状
等
が
郵
送
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、守
谷
市
か
ら
は
、次
の
16

名（
匿
名
２
名
を
含
む
）の
方
々

が
顕
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

◎
茨
城
県
知
事
表
彰

　

堀
越
美
野
里
（
さ
く
ら
荘
職
員
）

　

大
川　

克
久
（　
　

〃　
　

）

　

小
野　

妙
子
（　
　

〃　
　

）

　

大
友　

和
子
（
社
協
職
員
）

　

匿　
　
　

名　

１
名

◎
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

　

堀
越　

一
也
（
さ
く
ら
荘
職
員
）

　

新
田
友
美
恵
（　
　

〃　
　

）

　

増
山　

晴
勇
（　
　

〃　
　

）

　

海
老
原
真
由
（
峰
林
荘
職
員
）�

　

三
保
谷
幸
子
（
北
園
保
育
所
）

　

鈴
木
由
貴
子

�（
土
塔
中
央
保
育
所
）

　

髙
橋　

昭
則
（
社
協
評
議
員
）�

　

笠
見
佳
津
子
（
社
協
職
員
）

　

匿　
　
　

名　

１
名

◎
茨
城
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰

　

柗
元　

敏
博
（
城
内
区
長
）

　

吉
澤　

愼
一
（
新
愛
宕
区
長
）

少しの時間でもお手伝いします！

令和４年度ボランティア
活動保険加入受付！

〇�ボランティア活動中の様々な事故に
よるけがや賠償責任を補償する「ボ
ランティア活動保険」には、個人ボ
ランティアの皆さんをはじめ、多く
のグループ・団体の方々が加入して
います。有志による地域の防犯パト
ロール等も対象になります。
◎�令和３年度保険に加入いただいてい
る方の補償期間は、令和４年３月
３１日までです。引き続き、令和４
年度（補償期間：４月１日【４月１
日以降は加入手続きの翌日】から１
年間ですので、更新手続きをお願い
します。
　�詳しくは、社会福祉
　協議会まで、お問い
　合わせください。

-
- - - - E- -

〒302-0125

コロナ後の交流のために！
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　「ふくしサービスってどんなものがあるの？」「最近家のおばあちゃ
んの行動が・・・」等の相談は『ふくし相談』に、「年金のしくみは
どうなっているの？」「パート雇用の問題」「障がい者年金って分か
りづらい？」等は『年金・労務相談』にお気軽にご相談下さい。

ひとりで悩まず、相談してみませんか！（ふくし相談・年金・労務相談）

は電話相談日です ※4月29日はお休みです※2月11日はお休みです

   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28

      1 2

 3 4 5 6 7 8 9

 10 11 12 13 14 15 16

 17 18 19 20 21 22 23

 24 25 26 27 28 29 30

   1 2 3 4 5

 6 7 8 9 10 11 12

 13 14 15 16 17 18 19

 20 21 22 23 24 25 26

 27 28 29 30 31

4 月3 月2 月
専
門
相
談
予
定
表

ふ く し 相 談　○印 　　　　　事前予約
　◆毎月第１月曜日　午後２時から４時
年金労務相談　□印 
　◆毎月第２月曜日　午後２時から４時
　【場　所】いきいきプラザ・げんき館内

　※�予約は、各相談日の前週金曜日までに社会
福祉協議会事務局電話（45）0088にてご

予約ください。（電話相談でも予約を受付

ます）

　　　　　　４８−５５５５
����◇毎週金曜日　午前１０時から午後３時

秘密厳守  相談無料

　「ふれあい電話訪問事業」は、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯のみなさんに振り込め詐欺などの

不審なこと、孤独や不安なことなど、電話を通じてお話をさせていただき、少しでもご不安の解消に

なればと、守谷傾聴ボランティアジャスミンのご協力により行っています。

●対　　象：市内在住のおおむね６５歳以上のひとり暮らしや高齢者のみの世帯

●実 施 日：隔週火曜日・水曜日のいずれかの午後１時から午後３時の間

　　　　　　（※祝日・年末年始はお休み）

●費　　用：無　料

●申込方法：ご利用を希望される方は、直接、社会福祉協議会事務局：電話（４５）００８８までご

連絡いただくか、お近くの民生委員にご連絡下さい。

改めて訪問させていただき説明し申込後、利用日時を調整しご利用いただきます。

ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯のみなさん!!ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯のみなさん!!

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス
守谷市けやき台2-11-7

TEL 0297-34-1322　FAX 0297-34-1323
Eメール hokenkobo@sogohoken-fuji.jp

㈱総合保険・富士 保険工房オフィス

身近で頼れるアドバイザー
プロフェッショナルの保険代理店

あなたと、大切な人を守る
　　　　　　保険の事はお任せください。

60歳以上 女性会員募集
家事援助、学童見守、施設管理、軽作業、清掃など、

いきいき就業で、地域貢献と健康増進にお役立下さい

ライフスタイルに合わせたお仕事に出会えます

入会説明会/第1.3木曜13時30分（要事前予約）

公益社団法人

守谷市本町622-2　八坂神社裏

☎48-8591

守谷市シルバー人材センター

電 話 相 談
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　○お申込み、お問い合わせ先：
　　　  〒 302-0116 守谷市大柏９５４－３　守谷市社会福祉協議会事務局
　　　  電話　０２９７（４５）００８８　FAX　０２９７（４８）５５５４
　　　  Ｅメール　shakyo.moriya .954-3@ace.ocn.ne . jp

　毎年３月に実施しておりました「ひとり
親世帯親子遠足」は、新型コロナウイルス
感染予防の観点から、今年度の開催は中止
とさせていただきます。毎年親子での外出
やお友達と会うのを楽しみし
ていただいていた皆さんには、
大変申し訳ありませんが、ご
理解のほど、よろしくお願い
いたします。

事業の中止のお知らせ

　今後の事業も状況を踏まえながら、変更や
中止の判断をさせていただく場合もあります
が、検温や手指の消毒、マスクの着用など、
感染予防対策を講じながら、出来る限り実施
できるよう取り組んで参りますので、ご理解
ご協力のほどよろしくお願いいたします。

ひとり親（母子・父子）家庭、要保護・準要保護認定家庭の
　　　児童・生徒に入学・卒業祝金を贈呈します
　社会福祉協議会では、何らかの事情により父母のどちらか、または両
親がいない家庭、諸事情で生活が困窮し、生活保護（要保護）や準要保
護の認定を受けている家庭の児童・生徒を対象に赤い羽根募金配分支援
事業として、入学・卒業のお祝い金を贈ります。対象要件に該当する方は、
各自申請となりますので、期日までに忘れずに申請してください。

●贈呈対象要件
　・ひとり親（母子・父子）、または要保護・準要保護認定を受けている家庭
　　①市内在住で、令和４年３月�中学校を卒業する生徒
　　②市内在住で、令和４年４月�小学校・中学校に入学する児童・生徒
●贈呈金額
　・対象児童・生徒一人につき　１０, ０００円
●申請・問合せ先
　・�対象となる児童・生徒の保護者の方は、令和４年２月１９日（土）までに下記まで、
対象児童・生徒名、生年月日、入学・卒業予定校、住所、保護者名、電話番号、個
人情報取扱同意の可否等を電話・ＦＡＸ・メール・窓口でお申込み下さい。

　　　（なお、贈呈は決定通知後、３月下旬を予定しております）

「もったいない！」を「ありがとう！！」に

守谷市役所１階市民ホール・保健センター・文化会館に
設置しています。
　社会的支援を必要とする人たち、食事提供を
する団体や福祉施設などに食品を届ける活動を
しているフードバンク茨城では、地域連携活動
として公共の場所に「きずなＢＯＸ（食品収集
箱）」を設置し、市民などからの食品のご協力を
お願いしております。

このような食品が特に必要とされています
・缶詰　・レトルト食品　・インスタント麺
・うどん、そば、パスタ等の乾麺
　その他、いただきもの、ご家庭に眠っている食
品等

（寄付いただく際の注意点）
※�常温保存可能、未開封、賞味期限２ヶ月以
上残っている食品
※�要冷蔵、冷凍品、野菜や果物などの生鮮食材
は不可
※割れ易い容器の食品は梱包してください

あなたもできる“食”の支援
「きずなＢＯＸ」に食品提供のご協力を！


